
1 節 指数関数 

 

1 指数の拡張 

ねらい 数学	I	では，正の整数の範囲で指数について学びました。ここでは，指数の範囲を

整数全体に広げて考えます。 

 

ܽ ൈ ܽ ൈ ܽ ൌ ܽଷ	のように，ܽ	を	݊	個かけ合わせたものを 

ܽ	の	݊	乗といい，	ܽ௡	で表す。このとき，	݊	を	ܽ௡	の指数と 

いう。また，ܽ, ܽଶ, ܽଷ, ⋯	をまとめて	ܽ	の累乗という。 

 

一般に，݉, ݊	が正の整数のとき，次の指数法則が成り立つ。 

࢓ࢇ ൈ ࢔ࢇ ൌ ,࢔ା࢓ࢇ  ሺ࢓ࢇሻ࢔ ൌ ,࢔࢓ࢇ  ሺ࢈ࢇሻ࢔ ൌ   ࢔࢈࢔ࢇ

 

●指数法則を用いて計算してみよう。 

例 1 (1) ܽଷ ൈ ܽହ ൌ ܽଷାହ ൌ ଼ܽ 

(2) ሺܽଶሻଷ ൌ ܽଶൈଷ ൌ ܽ଺ 

(3) ሺܽଶܾሻସ ൌ ሺܽଶሻସܾସ ൌ ܽଶൈସܾସ ൌ ଼ܾܽସ	 

 

問 1 次の計算をしなさい。 

(1) ܽ଺ ൈ ܽଶ    (2) ሺܽହሻସ    (3) ሺܽଷܾሻହ 

 

,૙ࢇ	   ࢔ିࢇ

 指数が	0	や負の整数のときの累乗をどう定めるか 

考えてみよう。 

 たとえば，10, 100, 1000, 10000, ⋯	は，10ଵ,		 

10ଶ, 10ଷ, 10ସ, ⋯	のように，10௡	の形で表される。 

これらの数は，指数	݊	が	1	増えるごとに	10	倍になり， 

指数	݊	が	1	減るごとに	
ଵ

ଵ଴
	倍になる。この規則が， 

指数が	0	や負の整数のときも成り立つように， 

10଴, 10ିଵ, 10ିଶ, ⋯	を右のように定める。 
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一般に，0	や負の整数の指数について，次のように定める。 

 

●	૙	や負の整数の指数を用いないで表してみよう。 

例 2 (1) 3଴ ൌ 1   (2) 2ିସ ൌ
ଵ

ଶర
ൌ

ଵ

ଵ଺
 

 

問 2 次の	 	にあてはまる数を入れなさい。 

(1) 4 ൌ 1    (2) 5ିଷ ൌ
ଵ

ହ
    (3) ܽ ൌ

ଵ

௔ళ
 

0	や負の整数の指数について，上のように定めると，次のような計算ができる。 

(1) ܽହ ൈ ܽିଶ ൌ ܽହ ൈ
ଵ

௔మ
ൌ ܽଷ	      → ܽହାሺିଶሻ	に等しい 

(2) ܽହ ൊ ܽିଶ ൌ ܽହ ൊ
ଵ

௔మ
ൌ ܽହ ൈ ܽଶ ൌ ܽ଻ 			 → ܽହିሺିଶሻ	に等しい 

(3) ሺܽହሻିଶ ൌ
ଵ

ሺ௔ఱሻమ
ൌ

ଵ

௔భబ
ൌ ܽିଵ଴     → ܽହൈሺିଶሻ	に等しい 

(4) ሺܾܽሻିଶ ൌ
ଵ

ሺ௔௕ሻమ
ൌ

ଵ

௔మ௕మ
ൌ

ଵ

௔మ
ൈ

ଵ

௕మ
   		 → ܽିଶܾିଶ	に等しい 

 

一般に，݉, ݊	がどのような整数であっても，次の指数法則が成り立つ。 

࢓ࢇ ൈ ࢔ࢇ ൌ ,࢔ା࢓ࢇ ࢓ࢇ  ൊ ࢔ࢇ ൌ   ,࢔ି࢓ࢇ

ሺ࢓ࢇሻ࢔ ൌ ,࢔࢓ࢇ  	ሺ࢈ࢇሻ࢔ ൌ  ࢔࢈࢔ࢇ

 

●指数法則を用いて計算してみよう。 

例 3 (1) 10ିଶ ൈ 10ହ ൌ 10ିଶାହ ൌ 10ଷ ൌ 1000 

(2) 2ିଷ ൊ 2ି଻ ൌ 2ିଷିሺି଻ሻ ൌ 2ସ ൌ 16 

(3) ሺ3ିଷሻଶ ൌ 3ିଷൈଶ ൌ 3ି଺ ൌ
ଵ

ଷల
ൌ

ଵ

଻ଶଽ
 

 

問 3 次の計算をしなさい。 

(1) 2ିଶ ൈ 2ିଷ   (2) 3ିଷ ൊ 3ିଶ   (3) ሺ2ିଶሻଷ 

 

 

 

 

 

 

,૙ࢇ   ࢔ିࢇ

ܽ ് 0	で，݊	が正の整数のとき ࢇ૙ ൌ ૚, ࢔ିࢇ ൌ
૚

࢔ࢇ
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2 累乗根 

ねらい ݊	乗すると ܽ	になる数について学びます。また，整数全体の範囲で考えた指数を，

さらに分数の範囲に広げて考えます。 

 

2	を	3	乗すると	8	になる。この数	2	を	8	の	૜	乗根という。 

一般に，݊	を正の整数とするとき，	݊	乗すると	ܽ	になる数を 

ܽ	の	࢔	乗根という。また，2	乗根，3	乗根，4	乗根，…を 

まとめて累乗根という。 

 

与えられた正の数	ܽ	に対して，3	乗すると	ܽ	になる 

正の数を	√ܽ	
య 	で表す。たとえば 

√8
య ൌ 2 

である。√ܽ
య 	は，ܽ	の	3	乗根である。 

 

●いろいろな数の 3乗根を求めてみよう。 

例 4 (1) 3ଷ ൌ 27	であるから  √27
య ൌ 3 

(2) 6ଷ ൌ 216	であるから  √216
య ൌ 6 

 

問 4 次の値を求めなさい。 

(1) √64	
య 		        (2) √125	

య
 

 

一般に，݊	が正の整数で，ܽ ൐ 0	のとき，݊	乗して	ܽ	と 

なる正の数を	√ࢇ
࢔ 	で表す。このとき，次のことが成り立つ。 

൫√ࢇ
࢔ ൯

࢔
ൌ  ࢇ

࢔ࢇ√
࢔ ൌ  ࢇ

 

●	√		
࢔ 	で表された数の値を求めてみよう。 

例	5 (1) ൫√5
య ൯

ଷ
ൌ 5      (2) √32

ఱ ൌ √2ହ
ఱ

ൌ 2 

 

問	5 次の値を求めなさい。 

 (1) ൫√3ర ൯
ସ
		       (2) √100000

ఱ 	 
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累乗根の性質 

ܽ ൐ 0, ܾ ൐ 0	のとき，平方根について次のことが成り立った。 

√ܽ√ܾ ൌ √ܾܽ,  √௔

√௕
ൌ ට

௔

௕
 

同様に，次の公式が成り立つ。 

累乗根の積と商 

ܽ ൐ 0, ܾ ൐ 0	で，݊	が正の整数のとき 

ࢇ√ ［1］
࢔ ࢈√

࢔ ൌ 	࢈ࢇ√
࢔

  ［2］ 
ࢇ√
࢔

࢈√
࢔ ൌ ට

ࢇ

࢈

࢔
 

 

●累乗根の積と商の公式を用いて計算してみよう。 

例 6 (1) √2
య ൈ √4

య ൌ √2 ൈ 4య ൌ √8
య ൌ √2ଷ

య
ൌ 2 

(2) √12ర ൊ √4ర ൌ √ଵଶర

√ସర ൌ ටଵଶ

ସ

ర
ൌ √3ర

 

 

問 6 次の計算をしなさい。 

(1) √5
య ൈ √7	

య
  (2) √32ర ൊ √2ర

 

 

上の公式［1］を用いて，√ܽర 	の	3	乗を計算してみよう。 

൫√ܽర ൯
ଷ
ൌ √ܽర ൈ √ܽర ൈ √ܽర

 

ൌ √ܽ ൈ ܽర ൈ √ܽర
 

ൌ √ܽ ൈ ܽ ൈ ܽర ൌ ඥܽଷ
ర

 

 

一般に，次の公式が成り立つ。 

累乗根の累乗 

ܽ ൐ 0	で，݉, ݊	が正の整数のとき ൫√ࢇ
࢔ ൯

࢓
ൌ ࢓ࢇ√

࢔
 

 

●累乗根の累乗の公式を用いて計算してみよう。 

例 7 (1) ൫√ܽళ ൯
ଷ
ൌ √ܽଷళ

 

(2) ൫√25ర ൯
ଶ
ൌ √25ଶర ൌ ඥሺ5ଶሻଶర ൌ √5ସర ൌ 5 

 

問 7 次の計算をしなさい。 

(1) ൫√ܽ
ఱ ൯

ସ
   (2) ൫√4

ల ൯
ଷ
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分数の指数 

指数が分数のときにも指数法則 
ሺܽ௠ሻ௡ ൌ ܽ௠௡ 

が成り立つように，指数の意味を拡張しよう。 

上の指数法則が，݉ ൌ
ଵ

ଷ
, ݊ ൌ 3	のときも成り立つとすると 

൬ܽ
ଵ
ଷ൰

ଷ

ൌ ܽ
ଵ
ଷൈଷ ൌ ܽଵ ൌ ܽ 

これは，ܽ
భ
య	が	ܽ	の	3	乗根であることを表しているから 

ܽ
ଵ
ଷ ൌ √ܽ	

య
 

であることがわかる。 

そこで，ܽ ൐ 0	で，݊	が正の整数のとき 

ࢇ
૚
࢔ ൌ 	ࢇ√

࢔
 

と定めると 

ܽ
ଶ
ଷ ൌ ܽ

ଵ
ଷൈଶ ൌ ൬ܽ

ଵ
ଷ൰

ଶ

ൌ ൫√ܽ
య ൯

ଶ
ൌ ඥܽଶ

య
 

 

一般に，次のように定める。 

分数の指数 

ܽ ൐ 0	で，݉, ݊	が正の整数のとき 

ࢇ
࢓
࢔ ൌ ࢓ࢇ√

࢔ , ିࢇ 
࢓
࢔ ൌ

૚

ࢇ
࢓
࢔
ൌ

૚

࢓ࢇ√
࢔   

 

●分数の指数で表された数の値を求めてみよう。 

例 8 (1) 5
భ
ర ൌ √5	ర

       (2) 5
భ
మ ൌ √5మ ൌ √5 

(3) 8
మ
య ൌ √8ଶ

య ൌ √64
య ൌ √4ଷ

య
ൌ 4 

(4) 5ି
మ
య ൌ

ଵ

ହ
మ
య
ൌ

ଵ

√ହమ
య ൌ

ଵ

√ଶହ
య  

 

問 8 次の値を求めなさい。 

(1) 7
భ
ఱ	      (2) 4

య
మ      (3) 3ି

మ
ఱ 

 

問 9 次の式を	ܽ
೘
೙ 	の形に表しなさい。ただし，ܽ ൐ 0	とする。 

(1) √ܽ
ఱ    (2) √ܽସ

య  

(3) ൫√ܽర ൯
ହ
   (4) ଵ

√௔మ
య  
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 分数の指数を	106	ページのように定めると，指数がどのような分数や整数であっても，

次の指数法則が成り立つ。 

指数法則 

ܽ ൐ 0, ܾ ൐ 0	で，݌,  が分数や整数のとき	ݍ

࢖ࢇ ［1］ ൈ ࢗࢇ ൌ ࢖ࢇ ［2］ ࢗା࢖ࢇ ൊ ࢗࢇ ൌ ࢗି࢖ࢇ  

［3］ ሺ࢖ࢇሻࢗ ൌ ࢖ሻ࢈ࢇሺ ［4］   ࢗ࢖ࢇ ൌ  ࢖࢈࢖ࢇ

 

●指数法則を用いて計算してみよう。 

例 9 (1) 4
భ
య ൈ 4

ఱ
య ൌ 4

భ
య
ାఱ
య ൌ 4

ల
య ൌ 4ଶ ൌ 16	 

(2) 5
ళ
ర ൊ 5

య
ర ൌ 5

ళ
ర
ିయ
ర ൌ 5

ర
ర ൌ 5ଵ ൌ 5	 

(3) ൫√3ଶ
ఱ ൯

ଵ଴
ൌ ቀ3

మ
ఱቁ
ଵ଴
ൌ 3

మ
ఱ
ൈଵ଴ ൌ 3ସ ൌ 81	 

 

問 10 次の計算をしなさい。ただし，ܽ ൐ 0	とする。 

(1) ܽ
య
ర ൈ ܽ

ఱ
ర    (2) ܽ

ఴ
య ൊ ܽ

మ
య	    (3) ൫√ܽଶ

య ൯
଺
	 

 

例題 1 

次の計算をしなさい。 

(1) √3ସ
ల ൈ √3ସ

య
    (2) √2ଷ ൊ √8

ల
 

解 (1) √3ସ
ల ൈ √3ସ

య ൌ 3
ర
ల ൈ 3

ర
య 

ൌ 3
మ
య ൈ 3

ర
య	  

ൌ 3
మ
య
ାర
య		 	

ൌ 3
ల
య		 	

ൌ 3ଶ ൌ ૢ		

(2) √2ଷ ൊ √8
ల ൌ √2ଷ ൊ √2ଷ

ల
	 

ൌ 2
య
మ ൊ 2

య
ల	  

ൌ 2
య
మ ൊ 2

భ
మ		 	

ൌ 2
య
మ
ିభ
మ	 	

ൌ 2
మ
మ	 	

ൌ 2ଵ ൌ ૛		

 

問 11 次の計算をしなさい。 

(1) √25	
య ൈ √25	

ల   (2) √2ଽర ൊ √2ଶ
ఴ

	 

(3) √27 ൈ √3ଶర 	  (4) √16
య ൊ √4

ల 	 
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3 指数関数とそのグラフ 

ねらい ݕ ൌ 2௫	や	ݕ ൌ ቀ
ଵ

ଶ
ቁ
௫
	のような関数のグラフについて学びます。さらに，この関数の

グラフの性質を利用して数の大小を調べます。 

 

関数	ݕ ൌ 2௫	のグラフはどのように表されるかを調べてみよう。 

 。の値を求めて表に表すと，次のようになる	ݕ	の値に対応する	ݔ

െ4 െ3 െ2 ⋯ ݔ െ1 0 1 2 3 4 ⋯ 

ݕ ൌ 2௫ ⋯ 
1
16

 
1
8
 

1
4
 

1
2
 1 2 4 8 16 ⋯ 

 

この表をもとに，ݕ ൌ 2௫	の 

グラフをかくと，右の図のような 

曲線になる。 

関数	ݕ ൌ 2௫	のグラフは， 

次の性質をもっている。 

① 2	点	ሺ0, 1ሻ, ሺ1, 2ሻ	を通る。 

 。軸より上側にある	ݔ ②

つまり，ݕ ൐ 0	の範囲に 

ある。 

 ，の値が減少すると	ݔ ③

 軸に限りなく近づいて	ݔ

いくので，ݔ	軸がグラフの 

漸近線となる。 

 の	ݕ，の値が増加すると	ݔ ④

値も増加する。 

 

 

 

 

 

 

一般に，ܽ	を	1	以外の正の数とするとき 

࢟ ൌ  ࢞ࢇ

で表される関数を，ܽ	を底とする	ݔ	の指数関数という。 
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が	ࢇ	● 1より小さい正の数のときの，࢟ ൌ  。のグラフを調べてみよう	࢞ࢇ

例 10 指数関数	ݕ ൌ ቀ
ଵ

ଶ
ቁ
௫
	のグラフをかくために，ݔ	の値に対応する	ݕ	の値を求めて表に表

すと，次のようになる。 

െ3 െ2 െ1 ⋯ ݔ 0 1 2 3 ⋯

ݕ ൌ ൬
1
2
൰
௫

 ⋯ 8 4 2 1 
1
2
 

1
4
 

1
8
 ⋯

 

 例	10	の表をもとに，指数関数 

ݕ ൌ ቀ
ଵ

ଶ
ቁ
௫
	のグラフをかくと，右の 

図のような曲線になり，このグラフは， 

次の性質をもっている。 

① 2	点	ሺ0, 1ሻ, ቀ1,
ଵ

ଶ
ቁ	を通る。 

ݕ ② ൐ 0	の範囲にある。 

 。軸がグラフの漸近線となる	ݔ ③

 の値は	ݕ，の値が増加すると	ݔ ④

減少する。 

 

 また，右の図からわかるように，関数 

ݕ ൌ 2௫	のグラフと関数	ݕ ൌ ቀ
ଵ

ଶ
ቁ
௫
	の 

グラフは	ݕ	軸に関して対称である。 

 一般に，指数関数	ݕ ൌ ܽ௫	のグラフは， 

次の性質をもっている。 

指数関数	࢟ ൌ  のグラフ	࢞ࢇ

［1］ 2	点	ሺ0, 1ሻ, ሺ1, ܽሻ	を通る。 

ݕ ［2］ ൐ 0	の範囲にある。 

 。軸がグラフの漸近線となる	ݔ ［3］

［4］ ܽ ൐ 1	のとき，ݔ	の値が増加すると  。の値も増加するݕ

0 ൏ ܽ ൏ 1のとき，ݔ	の値が増加すると  。の値は減少するݕ

 

問 12 右の表を完成し，指数関数 

ݕ ൌ 3௫	のグラフと	ݕ ൌ ቀ
ଵ

ଷ
ቁ
௫
の 

グラフを，上の図にかきなさい。 

 

 

⋯ ݔ െ2 െ1 0 1 2 ⋯

ݕ ൌ 3௫ ⋯      ⋯

ݕ ൌ ൬
1
3
൰
௫

⋯
     

⋯
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指数関数の利用 

指数関数	ݕ ൌ ܽ௫	のグラフから，次のことがわかる。 

ࢇ (1) ൐ ૚	のとき 

࢖ ൏ ⇔ ࢗ ࢖ࢇ  ൏  ࢗࢇ

(2) ૙ ൏ ࢇ ൏ ૚のとき 

࢖ ൏ ⇔ ࢗ ࢖ࢇ  ൐  ࢗࢇ

  

 

例題 2 

2
భ
మ, 2ିଵ, 2଴	を小さい方から順に並べなさい。 

解 指数を小さい順に並べると  െ1, 0,
ଵ

ଶ
 

底	2	は	1	より大きいから 

2ିଵ ൏ 2଴ ൏ 2
ଵ
ଶ 

よって  ૛ି૚, ૛૙, ૛
૚
૛ 

 

問 13 次の数を小さい方から順に並べなさい。 

(1) 3, 3ିଶ, 3
మ
య (2) ቀ

ଵ

ସ
ቁ
ିభ
మ , ቀ

ଵ

ସ
ቁ
భ
మ , ቀ

ଵ

ସ
ቁ
య
ర
 

 

例題 3 

方程式	9௫ ൌ 27を解きなさい。 

解 9௫ ൌ ሺ3ଶሻ௫ ൌ 3ଶ௫, 27 ൌ 3ଷ	より 

3ଶ௫ ൌ 3ଷ 

よって    	2ݔ ൌ 3 

したがって  ࢞ ൌ
૜

૛
 

 

問 14 次の方程式を解きなさい。 

(1) 7௫ ൌ 49 (2) 4௫ ൌ 8 (3) 5௫ ൌ 1 

 

 

 

 

新数学 II P.110 



復習問題 

□□1  次の値を求めなさい。 

(1) 5ିଶ      (2) 8଴      (3) ቀ
ଵ

ଶ
ቁ
ିଷ
 

 

□□2  次の計算を行い，結果を負の整数の指数を用いないで表しなさい。

ただし，ܽ ൐ 0, ܾ ൐ 0	とする。 

(1) ܽଶ ൈ ܽିସ   (2) ܽଷ ൊ ܽିଶ 

(3) ሺܽିଷሻଶ   (4) ሺܽିଶܾሻିସ 

 

□□3  次の計算をしなさい。 

(1) √9
ఱ ൈ √2

ఱ
   (2) √3

య ൈ √9
య

   (3) √6
ల ൊ √2

ల
 

 

□□4  次の値を求めなさい。 

(1) ൫√25
ల ൯

ଷ
 (2) ൫√9ర ൯

ଶ
 (3) ൫√8

ల ൯
ଶ
 

 

□□5  次の値を求めなさい。 

(1) 64
భ
య (2) 3

య
ర (3) 16ି

భ
మ 

 

□□6  次の計算をしなさい。 

(1) 7
య
ఱ ൈ 7

మ
ఱ   (2) ൫√9ర ൯

଺
 

(3) √3ହ
య

ൈ √9
ల

   (4) √81
య ൊ √9

ల
 

 

□□7  次の数を小さい方から順に並べなさい。 
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□□8  次の方程式を解きなさい。 

(1) 2௫ ൌ 16 (2) 3௫ ൌ
ଵ

ଶ଻
 (3) 8௫ ൌ 4 
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